
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会

11
月
３
日
・
日
本
武
道
館

優勝＝木和田大起錬士六段
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全
日
本
剣
道
連
盟
設
立
60
周
年
を
記
念
す
る

第
60
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
は
、
11
月
３

日
、日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
、

全
国
各
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
精
鋭
64
名

が
出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
よ
り
争
わ
れ

た
。

　

試
合
は
木
和
田
大
起
錬
士
六
段
（
大
阪
・
大

阪
府
警
）
が
、決
勝
で
内
村
良
一
錬
士
六
段
（
東

京
・
警
視
庁
）
に
小
手
を
決
め
て
一
本
勝
ち
し
、

初
優
勝
を
遂
げ
た
。
三
位
に
は
網
代
忠
勝
六
段

（
兵
庫
・
兵
庫
県
警
）
と
髙
鍋
進
錬
士
六
段
（
神

奈
川
・
神
奈
川
県
警
）
が
入
賞
。

　

大
会
史
上
初
の
３
連
覇
を
目
指
す
髙
鍋
は
、

準
決
勝
で
木
和
田
に
小
手
を
奪
わ
れ
て
、
惜
敗

し
た
。

髙
鍋
進
の
３
連
覇
を
阻
む

第
60
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会

木
和
田
大
起
が
初
優
勝

（大阪）

天皇盃を手にする木和田大起錬士六段
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写
真
上
・
開
場
を
待
つ
剣
道
フ
ァ
ン
の
長
蛇
の
列

写
真
下
・
賑
わ
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
売
り
場

会
場
の
日
本
武
道
館
に
は
、
８
８
３
１
名
の
観
客
が
集
ま
っ
た

決勝〔木和田　コ―　内村〕
突きに跳ぶ内村に、木和田（右）が小手を決める



42012．12　月刊「武道」

ニュース

　

大
会
の
出
場
資
格
は
段
位
無
制
限
で
、
満
20
歳
以
上
。
試
合
は
、
１
回
戦
か
ら
３
回
戦
ま
で

は
５
分
間
、
準
々
決
勝
か
ら
は
10
分
間
の
３
本
勝
負
。
時
間
内
に
決
し
な
い
場
合
は
時
間
無
制

限
の
延
長
戦
に
よ
っ
て
勝
負
が
争
わ
れ
た
。

◇
第
１
・
２
ブ
ロ
ッ
ク
（
１
回
戦
〜
準
々
決
勝
）

　

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
、
前
回
準
優
勝
の
東
永
幸
浩
（
埼
玉
県
警
）
は
、
初
戦
で
林
田
浩
志
（
福
岡

刑
務
所
）
に
敗
れ
る
波
乱
。
今
年
の
学
生
選
手
権
で
優
勝
の
安
藤
翔
（
国
士
舘
大
）
は
、
２
回

戦
で
網
代
忠
勝
（
兵
庫
県
警
）
に
胴
を
決
め
ら
れ
姿
を
消
し
た
。
そ
の
網
代
は
、
準
々
決
勝
で

野
田
篤
史
（
愛
知
県
警
）
と
対
戦
し
、
小
手
で
一
本
勝
ち
を
お
さ
め
、
準
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

第
２
ブ
ロ
ッ
ク
、
過
去
２
回
優
勝
経
験
の
あ
る
内
村
良
一
（
警
視
庁
）
は
、
２
回
戦
で
肱
岡

明
洋（
大
阪
府
警
）、３
回
戦
で
遠
藤
一
志（
宮
城
）を
降
し
た
。
準
々
決
勝
で
は
朝
比
奈
一
生（
県

立
大
和
東
高
教
）
に
、
延
長
の
末
、
竹
刀
を
担
い
で
か
ら
の
面
で
勝
利
し
た
。

▽
ベ
ス
ト
８
＝
朝
比
奈
一
生
選
手

　
　
　
　
　
（
県
立
大
和
東
高
教
）

　

４
月
に
警
察
官
か
ら
高
校
教
師

へ
転
職
し
た
。

「
仕
事
が
忙
し
く
、
週
に
３
回
、

20
分
程
度
の
稽
古
し
か
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
神
奈
川
県
警
の
と

き
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
も

と
に
、
密
度
の
濃
い
練
習
を
し
ま

し
た
。
今
日
は
生
徒
た
ち
が
応
援

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
」

▽
ベ
ス
ト
８
＝

　

野
田
篤
史
選
手
（
愛
知
県
警
）

「
夢
の
舞
台
で
試
合
が
出
来
て
光
栄

で
す
。
初
出
場
な
の
で
、
思
い
切
っ

て
前
に
出
る
こ
と
だ
け
を
考
え
ま
し

た
。
持
っ
て
い
る
力
は
出
し
き
れ
た

と
思
い
ま
す
。
試
合
が
終
わ
っ
た
今

は
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
す
」

▽
昨
年
準
優
勝
も
一
回
戦
敗
退
＝

　

東
永
幸
浩
選
手
（
埼
玉
県
警
）

「
間
合
を
錯
覚
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

結
果
を
素
直
に
受
け
止
め
て
一
か
ら

や
り
直
し
ま
す
」

応援にかけつけた生徒と記念撮影

選手コメント

▽
最
年
少
出
場
（
22
歳
）
＝

　

安
藤
翔
選
手
（
国
士
舘
大
）

「
背
負
う
も
の
が
な
い
の
で
、
相
手

に
向
か
っ
て
い
く
だ
け
で
し
た
。
網

代
選
手
に
は
自
分
の
剣
道
を
さ
せ
て

も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
な
試
合
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
よ
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
」

▽
４
年
ぶ
り
の
出
場
＝

　

肱
岡
明
洋
選
手
（
大
阪
府
警
）

　

肩
の
怪
我
を
乗
り
越
え
、
厳
し
い

大
阪
予
選
で
優
勝
。
特
練
で
は
主
将

を
務
め
る
。

「
今
年
は
女
子
選
手
権
で
大
阪
府
警

の
山
本
真
理
子
選
手
が
優
勝
し
、
警

察
大
会
で
も
団
体
優
勝
で
き
ま
し

た
。
こ
の
勢
い
で
全
日
本
も
優
勝
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
と
は

木
和
田
に
託
し
ま
す
」

準
々
決
勝
〔
網
代　

コ
―　

野
田
〕

　
　
　
　
　

網
代
（
右
）
の
小
手
が
決
ま
る

準
々
決
勝
〔
内
村　

メ
―　

朝
比
奈
〕

内
村
（
右
）
が
面
で
攻
め
る
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▽
ベ
ス
ト
８
＝
米
屋
勇
一
選
手
（
埼
玉
県
警
）

「
ガ
ツ
ガ
ツ
行
か
ず

に
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
い

試
合
を
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
木
和
田

選
手
と
公
式
戦
で
対

戦
す
る
の
は
初
め
て

で
し
た
。
日
本
代
表
選
手
だ
け
あ
っ
て
、
強
か
っ
た
で
す
。

こ
ち
ら
か
ら
攻
め
る
気
持
ち
で
掛
か
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、

や
っ
ぱ
り
打
た
れ
ま
し
た
」

▽
ベ
ス
ト
８
＝
橋
本
桂
一
選
手
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）

　

厳
し
い
埼
玉
県
予

選
を
通
過
し
た
実
業

団
選
手
と
し
て
注
目

が
集
ま
っ
た
。

「
ひ
と
つ
で
も
多
く

試
合
が
出
来
る
よ
う

に
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
髙
鍋
選
手
は
勝
負
に
行
き
た
く

な
る
よ
う
な
空
気
を
持
っ
て
い
ま
す
。
面
が
速
い
の
で
間

合
に
入
る
の
が
怖
か
っ
た
で
す
。
先
に
仕
掛
け
る
と
い
う

自
分
の
特
徴
が
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
」

◇
第
３
・
４
ブ
ロ
ッ
ク
（
１
回
戦
〜
準
々
決
勝
）

　

第
３
ブ
ロ
ッ
ク
、５
月
に
行
わ
れ
た
世
界
選
手
権
大
会
で
の
活
躍
が
記
憶
に
新
し
い
木
和
田
大
起（
大
阪
府
警
）

は
、初
戦
で
志
村
圭
一
（
長
野
県
警
）
と
対
戦
し
、延
長
直
後
に
小
手
を
決
め
た
。
２
回
戦
で
は
海
老
原
秀
則
（
茨

城
県
警
）を
面
、小
手
で
退
け
た
。
３
回
戦
は
蒔
田
直
人（
千
葉
県
警
）か
ら
延
長
戦
で
小
手
を
決
め
て
勝
利
し
た
。

準
々
決
勝
の
相
手
は
、
過
去
９
回
出
場
、
36
歳
の
ベ
テ
ラ
ン
米
屋
勇
一
（
埼
玉
県
警
）。
木
和
田
は
、
米
屋
の
積

極
的
な
攻
撃
を
受
け
る
が
、試
合
半
ば
で
近
間
か
ら
小
手
を
決
め
、そ
の
ま
ま
一
本
勝
ち
。
準
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
、
前
人
未
踏
の
３
連
覇
に
期
待
が
か
か
る
髙
鍋
進
（
神
奈
川
県
警
）
は
、
初
戦
か
ら
３
回
戦

ま
で
、
鋭
い
面
で
勝
利
し
た
。
準
々
決
勝
で
は
、
埼
玉
県
代
表
で
初
出
場
の
橋
本
桂
一
（
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）
と

対
戦
。
髙
鍋
は
、
試
合
中
盤
で
橋
本
の
出
端
に
面
を
決
め
て
先
制
。
そ
の
後
は
、
橋
本
の
面
や
逆
胴
な
ど
の
攻

撃
を
凌し
の

ぎ
、
一
本
勝
ち
を
お
さ
め
た
。

選手コメント

準
々
決
勝
〔
髙
鍋　

メ
―　

橋
本
〕

　
　
　
　
　

髙
鍋
（
右
）
の
面
が
決
ま
る

準
々
決
勝
〔
木
和
田　

コ
―　

米
屋
〕

　
　
　
　
　

木
和
田
（
左
）
の
小
手
が
決
ま
る



62012．12　月刊「武道」

ニュース

◇
準
決
勝

　

内
村
良
一　

ド
―　
　

網
代
忠
勝

　

ま
ず
は
内
村
が
面
で
攻
め
る
。
網
代
も
面
で
返
す
が
、
内
村
は
体
を
反
っ
て

際
ど
く
躱か
わ

す
。
内
村
が
小
手
と
面
、
網
代
が
小
手
を
狙
う
。
４
分
過
ぎ
、
内
村

は
網
代
の
面
を
胴
で
返
し
て
先
制
（
写
真
・
左
）。
追
い
つ
き
た
い
網
代
は
突

き
で
攻
め
る
が
不
十
分
。
内
村
は
無
理
に
技
を
出
さ
ず
、
小
手
で
攻
め
な
が
ら

間
合
を
潰
す
。
時
間
と
な
り
、
内
村
が
２
年
ぶ
り
に
決
勝
へ
進
出
し
た
。

◇
準
決
勝

　

木
和
田
大
起　

コ
―　
　

髙
鍋
進

　

木
和
田
は
開
始
早
々
、
大
き
く
右
に
回
り
込
み
、
小
手
・
面
の
連
続
技
で
攻
め
る
。

一
方
、
髙
鍋
も
小
手
と
面
を
狙
う
が
木
和
田
は
小
刻
み
な
足
捌さ
ば

き
で
躱
す
。
中
盤
に

な
っ
て
、
木
和
田
は
積
極
的
に
前
に
出
て
自
分
の
間
合
を
つ
く
る
。
残
り
２
分
余
り
、

攻
め
あ
ぐ
ね
る
髙
鍋
の
手
元
が
上
が
る
と
、
木
和
田
は
す
か
さ
ず
小
手
に
切
っ
た
（
写

真
・
手
前
）。
先
制
し
た
木
和
田
は
、
再
び
序
盤
に
見
せ
た
足
捌
き
で
髙
鍋
の
逆
胴
、

小
手
、
面
を
躱
し
て
、
一
本
勝
ち
。
髙
鍋
の
３
連
覇
を
阻
み
、
決
勝
の
舞
台
へ
進
ん
だ
。
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あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
勝
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
圧
は
、
優
勝
す
る
前
か
ら
感
じ

て
い
ま
し
た
」

　

選
手
と
し
て
の
進
退
に
つ
い
て
。

「
い
ま
の
と
こ
ろ
五
分
五
分
で
す
。
や
る

に
し
て
も
、
厳
し
い
予
選
か
ら
ま
た
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
保
て
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
10

回
（
出
場
）
と
い
う
区
切
り
な
の
で
、
自

分
と
し
て
は
最
後
の
つ
も
り
で
臨
み
ま
し

た
。
残
念
だ
と
い
う
思
い
と
、
完
全
燃
焼

し
た
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
」

▽
三
位
＝
網
代
忠
勝
選
手
（
兵
庫
県
警
）

「
１
回
戦
か
ら
苦
し
い
展
開
が
続
き
ま
し

た
が
、
何
と
か
粘
り
強
く
試
合
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
自
分
の
持
ち
味
は
集

中
力
で
す
。
一
戦
一
戦
気
持
ち
を
切
ら
さ

な
か
っ
た
の
で
、
ベ
ス
ト
４
ま
で
来
ら
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
や
れ
ば
で
き
る
、

上
ま
で
い
け
る
ん
だ
と
い
う
感
覚
が
つ
か

め
ま
し
た
。
あ
と
一
歩
、
頑
張
り
ま
す
」

▽
準
優
勝
＝
内
村
良
一
選
手
（
警
視
庁
）

「
初
戦
か
ら
、
自
分
の
試
合
を
す
る
こ
と

だ
け
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
木
和
田
先
輩

は
正
統
派
の
剣
道
を
す
る
印
象
が
あ
り
ま

す
。
捨
て
身
で
臨
み
ま
し
た
が
、
手
元
が

浮
い
て
し
ま
い
、
完
璧
に
や
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
悔
し
さ
と
厳
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
修
行
不
足
で
す
」

▽
三
位
＝
髙
鍋
進
選
手
（
神
奈
川
県
警
）

「（
準
決
勝
で
は
）
膠こ
う

着
ち
ゃ
く

状
態
か
ら
、
技

が
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
瞬
で
や
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
足
が
止
ま
っ
て
、
手

元
が
浮
い
た
所
を
狙
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

３
連
覇
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
も
ち
ろ
ん

◇
決
勝

　

木
和
田
大
起　

コ
―　
　

内
村
良
一

　

序
盤
は
、
近
い
間
合
で
の
鍔
迫
り
合
い
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
両
者
、
慎
重
な
試

合
運
び
が
続
き
、
時
間
が
経
過
し
て
い
く
。
７
分
が
過
ぎ
、
内
村
が
小
手
に
跳
ぶ
。

防
ご
う
と
し
た
木
和
田
は
、
こ
こ
で
竹
刀
を
落
と
し
て
反
則
（
写
真
左
上
）。
残
り

時
間
も
少
な
く
な
り
、
一
本
は
も
ち
ろ
ん
、
一
回
の
反
則
も
と
ら
れ
て
は
な
ら
な

い
木
和
田
に
対
し
、
有
利
な
状
況
に
な
っ
た
内
村
は
、
一
足
一
刀
の
間
合
か
ら
突

き
を
放
つ
。
し
か
し
、木
和
田
は
こ
れ
に
小
手
を
合
わ
せ
て
先
制
す
る
（
写
真
左
）。

　

一
転
し
て
追
い
つ
め
ら
れ
た
内
村
は
、
担
ぎ
面
に
逆
胴
、
突
き
で
必
死
の
反
撃

に
出
る
。
対
す
る
木
和
田
は
足
捌
き
を
交
え
て
躱
し
続
け
る
。
激
し
い
攻
防
が
続

く
中
、
会
場
に
時
間
終
了
の
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
響
く
。
木
和
田
が
一
本
勝
ち
で
勝
利

し
、
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
新
し
い
優
勝
者
の
誕
生
に
、
会
場
か
ら
は
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

選手コメント

木
和
田
（
奥
）
は
、
内
村
の
小

手
を
受
け
る
際
に
、
竹
刀
を
落

と
す
。
反
則
を
と
ら
れ
、
不
利

な
状
況
と
な
る
場
面
も

木和田（左）は、内村の突きに小手を合わせて先制した
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５
年
前
、
初
出
場
で
い
き
な
り
の
三
位
入

賞
。
平
成
20
年
に
は
全
国
警
察
選
手
権
で
、

当
時
現
役
の
全
日
本
選
手
権
者
で
あ
っ
た
寺

本
将
司
錬
士
六
段
を
破
り
、
優
勝
を
果
た
し

て
い
る
。
そ
の
実
力
が
評
価
さ
れ
、
世
界
選

手
選
手
権
大
会
は
２
度
経
験
し
た
。

　

本
大
会
に
は
３
回
目
の
出
場
。
こ
れ
ま
で

と
は
違
う
意
気
込
み
で
臨
ん
だ
。

「
今
回
は
選
手
権
を
取
る
と
い
う
確
信
と
自

信
を
持
っ
て
、
予
選
か
ら
戦
い
ま
し
た
」

　

そ
の
言
葉
ど
お
り
、
予
選
を
含
め
て
一
本

も
取
ら
れ
る
こ
と
な
く
日
本
一
と
な
っ
た
。

こ
の
〝
確
信
と
自
信
〟
の
源
は
何
か
︱
︱
。

「
世
界
大
会
に
出
場
し
た
と
き
、
副
将
と
し

て
日
本
チ
ー
ム
を
守
り
き
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
の
剣
道
を

見
直
す
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

本
年
５
月
に
イ
タ
リ
ア
で
行
わ
れ
た
世
界

大
会
団
体
戦
決
勝
で
は
、
韓
国
の
選
手
に
面

を
二
つ
決
め
ら
れ
た
。
結
果
と
し
て
は
、
大

将
の
髙
鍋
選
手
が
引
き
分
け
て
、
日
本
が
本

数
差
で
辛
勝
、
事
な
き
を
得
た
が
、
チ
ー
ム

に
対
し
て
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
に
、
深
く
反

省
し
た
よ
う
で
あ
る
。

「
世
界
大
会
で
は
、
髙
鍋
先
輩
か
ら
足
の
使

い
方
や
、
試
合
運
び
の
コ
ツ
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で

自
分
な
り
に
考
え
、
足
捌
き
を
工
夫
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
」

　

持
ち
前
の
才
能
も
相あ
い

俟ま

っ
て
、
効
果
は
す

ぐ
に
現
れ
た
。
帰
国
後
、
大
阪
予
選
優
勝
。

全
国
警
察
大
会
で
は
、
大
阪
チ
ー
ム
の
団
体

優
勝
に
貢
献
し
た
。

　

本
大
会
で
も
、
前
後
左
右
の
細
か
い
足
捌

き
で
相
手
の
技
を
躱
し
、
攻
め
る
場
面
が
多

く
み
ら
れ
た
。

　

加
え
て
、
今
回
は
小
手
が
冴さ

え
た
。
得
意

技
は
面
と
い
う
が
、
１
回
戦
か
ら
決
勝
ま
で
、

全
試
合
で
小
手
を
決
め
て
い
る
。

「
こ
ん
な
に
小
手
に
偏

か
た
よ

る
こ
と
は
珍
し
い
ん

で
す
け
ど
ね
。
た
だ
、
無
理
に
面
に
行
く
よ

り
も
、
調
子
の
い
い
小
手
を
出
そ
う
と
思
い

ま
し
た
」

　

も
っ
と
も
、
準
決
勝
の
髙
鍋
戦
は
、
そ
れ

ほ
ど
冷
静
に
な
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

「
無
心
で
振
り
回
し
て
打
っ
た
ら
、
旗
が
上

が
っ
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
勝
っ
て
恩
返

し
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
、
教
え
て
も
ら
っ

た
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
身
に
付
け
て
い
る
の
が

伝
え
ら
れ
た
か
な
と
思
い
ま
す
」

　

今
回
、
髙
鍋
選
手
に
は
、
ど
う
し
て
も
勝

っ
て
お
き
た
か
っ
た
と
い
う
。

「
こ
れ
か
ら
日
本
代
表
を
背
負
っ
て
い
く
な

ら
ば
、
ど
う
し
て
も
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
存
在
で
す
。
尊
敬
す
る
髙
鍋
先
輩
に
勝
っ

て
、『
次
は
俺
が
引
っ
張
る
ん
だ
』
と
い
う

主
張
や
意
志
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
仲
間
も
付

い
て
き
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
」

　

大
き
な
壁
を
、
よ
う
や
く
乗
り
越
え
て
の

全
日
本
優
勝
。
３
年
後
に
日
本
で
開
催
さ
れ

る
世
界
大
会
に
向
け
て
、
こ
れ
で
心
置
き
な

く
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
。

◇

　

閉
会
式
が
終
わ
る
と
、
サ
イ
ン
を
求
め
る

子
供
た
ち
に
四
方
を
囲
ま
れ
、
身
動
き
が
と

れ
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
は
得
意
の
足
捌
き

も
通
用
し
な
い
。

　

全
日
本
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、
小
学
６

年
生
の
時
。
テ
レ
ビ
で
の
観
戦
だ
っ
た
。

「
西
川
清
紀
先
生
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
自

分
が
稽
古
し
て
い
る
剣
道
と
は
、
ま
る
で
違

う
も
の
で
し
た
。
別
世
界
の
出
来
事
の
よ
う

で
し
た
」

　

以
来
、
強
く
な
り
、
こ
の
大
舞
台
に
立
ち

た
い
と
い
う
〝
夢
〟
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
は
、
そ
れ
ほ
ど
剣
道

が
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
。

「
有
名
選
手
が
来
る
こ
と
な
ん
て
、
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
、
西
川

先
生
を
生
で
見
た
時
は
、『
あ
の
と
き
テ
レ

ビ
で
見
た
人
や
！
』
と
、
感
動
し
ま
し
た
」

　

サ
イ
ン
に
は
、
ひ
と
り
ず
つ
丁
寧
に
応
じ

た
。
名
前
と
共
に
書
い
た
言
葉
は
〝
夢
〟。

ど
の
よ
う
な
想
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
全
日
本
優
勝
者
と
し
て
、
剣
道
を
と
お
し

て
子
供
た
ち
に
〝
夢
〟
を
与
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
い
ろ
い

ろ
な
場
所
を
訪
れ
て
、
少
し
で
も
子
供
た
ち

と
一
緒
に
練
習
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
」

　

選
手
権
者
と
し
て
、
今
後
の
日
本
代
表
を

牽
引
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
未
来
の
剣
士
に
〝
夢
〟
を
与
え
る
役

目
も
、
し
っ
か
り
と
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。

試
合
も
含
め
、
活
躍
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

足
捌
き
の
工
夫
で
開
眼
、
尊
敬
す
る
先
輩
に
恩
返
し

木和田大起（きわだ・だいき）
錬士六段。三重県南牟婁郡紀宝町出身。
34 歳。181㎝、83㎏。母親の知り合いが
指導する道場で、小学１年生から剣道を
始める。中学生のころから頭角を現し、
県のチャンピオンに。その後、三重高校
から中央大学に進学し、大阪府警に奉職。
特練では副キャプテンを務める。全日本
学生優勝大会準優勝、全国警察大会団体・
個人優勝、世界選手権大会団体優勝。全
日本選手権大会は３回目の出場で優勝。

試合後に木和田選手が書いたサイン
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で
し
た
」

　

以
来
、
強
く
な
り
、
こ
の
大
舞
台
に
立
ち

た
い
と
い
う
〝
夢
〟
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
は
、
そ
れ
ほ
ど
剣
道

が
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
。

「
有
名
選
手
が
来
る
こ
と
な
ん
て
、
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
、
西
川

先
生
を
生
で
見
た
時
は
、『
あ
の
と
き
テ
レ

ビ
で
見
た
人
や
！
』
と
、
感
動
し
ま
し
た
」

　

サ
イ
ン
に
は
、
ひ
と
り
ず
つ
丁
寧
に
応
じ

た
。
名
前
と
共
に
書
い
た
言
葉
は
〝
夢
〟。

ど
の
よ
う
な
想
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
全
日
本
優
勝
者
と
し
て
、
剣
道
を
と
お
し

て
子
供
た
ち
に
〝
夢
〟
を
与
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
い
ろ
い

ろ
な
場
所
を
訪
れ
て
、
少
し
で
も
子
供
た
ち

と
一
緒
に
練
習
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま

す
」

　

選
手
権
者
と
し
て
、
今
後
の
日
本
代
表
を

牽
引
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
未
来
の
剣
士
に
〝
夢
〟
を
与
え
る
役

目
も
、
し
っ
か
り
と
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
。

試
合
も
含
め
、
活
躍
が
楽
し
み
で
あ
る
。少年剣道指導

木刀による剣道基本技稽古法（調布市剣道連盟）
日本剣道形
打太刀・忍足功範士、仕太刀・中田琇士範士

第60回　全日本剣道選手権大会

・
勝
優

）
阪
大
（
起
大
田
和
木

段位　　　　氏　名　　選出県
五段　初　六條　洋二（徳　島）
五段　３　海老原秀則（茨　城）
六段　４　志村　圭一（長　野）
錬六　３　木和田大起（大　阪）
錬六　３　蒔田　直人（千　葉）
五段　初　大津　章男（福　岡）
五段　７　原田　賢治（福　島）
四段　初　川畑　竜也（岐　阜）
錬六　４　杉本　健介（兵　庫）
五段　初　橋本　光見（山　口）
錬六　９　米屋　勇一（埼　玉）
五段　初　志水祐一郎（愛　知）
六段　３　笹川　哲平（佐　賀）
五段　初　荒武　秀春（東　京）
五段　２　倉岡　　修（北海道）
錬六　６　井上　英之（富　山）
五段　初　角田　　亨（青　森）
五段　２　鈴木　秀典（福　井）
錬六　10　髙鍋　　進（神奈川）
六段　初　榎田　康太（大　阪）
四段　初　西村　佳記（高　知）
六段　初　興梠　亮太（大　分）
錬六　３　石井　洋幸（千　葉）
錬六　３　恩田　秀和（島　根）

五段　初　濱﨑　勇輔（東　京）
五段　８　髙坂　雄介（静　岡）
五段　２　藤山　光治（長　崎）
六段　初　菊池　初男（岩　手）
錬六　初　橋本　桂一（埼　玉）
六段　初　兼田　祐人（京　都）
五段　初　尾池　達成（広　島）
六段　４　仲間　洋輔（沖　縄）

出場
回数

出場
回数段位　　　　氏　名　　選出県　

五段　初　山本　竜輝（熊　本）
六段　２　土門　幸範（山　形）
錬六　３　佐藤　範和（東　京）
四段　初　上田　大輔（鳥　取）
四段　初　長尾　進治（山 梨）
五段　３　木下　智成（香　川）
五段　初　野田　篤史（愛 知）
五段　初　谷岡　慎吾（和歌山）
錬六　８　東永　幸浩（埼 玉）
五段　初　林田　浩志（福　岡）
四段　初　木村　友哉（新 潟）
四段　初　藤田　浩輝（滋　賀）
六段　４　網代　忠勝（兵　庫）
五段　５　赤尾　和彦（群　馬）
五段　初　工門健太郎（三　重）
四段　初　安藤　　翔（北海道）
錬六　７　内村　良一（東　京）
五段　初　神野　洋平（愛　媛）
錬六　５　肱岡　明洋（大　阪）
五段　２　白鳥　圭祐（静　岡）
五段　４　小谷　明德（千　葉）
五段　４　中村　直紀（石　川）
錬六　２　大重　貴浩（宮　崎）
四段　初　遠藤　一志（宮　城）
錬六　初　朝比奈一生（神奈川）
四段　初　平瀬　昌宏（奈　良）
四段　初　山口　武德（鹿児島）
五段　６　土田　圭助（秋　田）
錬六　２　白石　賢史（栃　木）
六段　２　加治屋隼人（岡　山）
錬六　３　小磯　仁徳（茨　城）
五段　２　村方　孔哉（福　岡）

・
勝
優
準

）
京
東
（
一
良
村
内

位
　
三

）
庫
兵
（
勝
忠
代
網
・・

　
〃
　

髙

（
進
　
鍋

川
奈
神

）
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名前脇の＊は優秀選手
トーナメント中の数字は試合時間（分：秒）
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＊

＊

＊

＊

＊

ド

　公
開
演
武
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ニュース〈広告〉

著者の80年の生涯にわたる
剣道修錬を集大成した
本格的剣道修行論

日本武道館の単行本

好評発売中！

全
日
本
剣
道
連
盟
相
談
役
・
剣
道
範
士
九
段

堀
籠

　
敬
藏  

著
第一章　剣道

第二章　剣道の歴史

第三章　修錬・先人に学ぶ

第四章　剣道の極意

第五章　武道における「礼」

第六章　剣理

第七章　指導者としての心構え

〒102－8321　東京都千代田区北の丸公園２－３
ホームページ　http://www.nipponbudokan.or.jp/編集・発行・日本武道館

目

次

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
４
４
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

高め合う剣道

佐藤 成明 著
筑波大学名誉教授

刀剣の
　歴史と思想

酒井 利信 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・346頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

兵法家伝書に学ぶ

加藤 純一 著
文教大学教授

（ 四六判・上製・344頁 ）
林　邦夫 著

中京大学教授

（ 四六判・上製・298頁 ）

人を育てる剣道

⻆　正武 著
剣道範士八段

（ 四六判・上製・268頁 ）

武道
過去・現在・未来

剣道で
　学び得たもの

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

禅の思想と剣術

佐藤鍊太郎 著
北海道大学大学院教授

（ 四六判・上製・386頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

（ 四六判・上製・564頁 ）
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ニュース

　

今
年
度
後
期
の
全
日
本
強
化
選
手
を
選

考
す
る
と
と
も
に
、
来
年
の
世
界
選
手
権

日
本
代
表
選
手
第
一
次
選
考
会
と
な
る
平

成
24
年
度
講
道
館
杯
全
日
本
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会
が
、
11
月
10
・
11
日
の
２
日

間
、
千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
、

男
女
各
７
階
級
に
計
398
名
が
出
場
し
た
。

■
男
子

▽
100
㎏
超
級

　

七
戸
龍
（
九
州
電
力
）
は
初
戦
で
上
杉

亮
太
（
国
士
舘
大
）
に
一
本
負
。
準
決
勝

で
そ
の
上
杉
を
破
っ
た
学
生
体
重
別
優
勝

の
原
沢
久ひ
さ

喜よ
し

（
日
本
大
）
が
決
勝
で
百
瀬

優
（
旭
化
成
）
と
対
戦
。
判
定
の
結
果
、

２
―
１
で
原
沢
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

▽
100
㎏
級

　

90
㎏
級
か
ら
階
級
を
上
げ
て
臨
ん
だ
小

野
卓
志
（
了
徳
寺
学
園
職
）
は
準
々
決
勝

で
実
業
団
王
者
の
熊
代
佑
輔
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

Ｋ
）
に
判
定
で
惜
敗
。
そ
の
熊
代
が
決
勝

で
東
海
大
の
後
輩
・
谷
井
大
輝（
東
海
大
）

を
破
っ
て
、
初
優
勝
し
た
。

▽
90
㎏
級

　

今
年
の
全
日
本
選
手
権
、
選
抜
体
重
別

優
勝
の
加
藤
博ひ
ろ

剛た
か（
千
葉
県
警
）が
登
場
。

階
級
を
上
げ
て
臨
ん
だ
高
松
正
裕
（
桐
蔭

学
園
高
教
）
を
破
っ
た
高
校
王
者
の
ベ
イ

カ
ー
茉
秋
（
東
海
大
浦
安
高
）
を
小
外
刈

で
退
け
る
。
決
勝
で
は
長
身
の
下
和
田
翔

平
（
日
本
体
育
大
）
を
小
外
に
刈
っ
て
、

オ
ー
ル
一
本
勝
で
初
優
勝
と
な
っ
た
。

▽
81
㎏
級

　

川
上
智
弘
（
國
學
院
大
職
）
は
高
校
生

の
小
原
拳
哉
（
東
海
大
相
模
高
）
を
相
手

に
ま
さ
か
の
不
覚
。
そ
の
小
原
は
準
決
勝

で
春
山
友
紀
（
国
士
舘
大
）
に
敗
れ
た
。

　

長
島
啓
太
（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）
と
春
山
の
決
勝

は
、
春
山
の
小
外
を
長
島
が
う
ま
く
返
し

て
技
有
を
奪
い
、
連
覇
を
達
成
し
た
。

▽
73
㎏
級

　

昨
年
優
勝
の
大
束
匡
彦
（
旭
化
成
）
は

準
々
決
勝
敗
退
。
粟
野
靖
浩
（
了
徳
寺
学

園
職
）
を
破
っ
た
土
井
健
史
と
大
野
将
平

の
天
理
大
同
士
の
決
勝
と
な
っ
た
。
試
合

は
中
盤
に
大
野
の
内
股
が
決
ま
っ
て
、
大

野
が
初
優
勝
を
決
め
た
。

▽
66
㎏
級

　

森
下
純
平
（
筑
波
大
）
が
初
戦
で
浅
野

大
輔
（
自
衛
隊
体
育
学
校
）
に
敗
れ
る
波

乱
。決
勝
は
浅
野
を
破
っ
た
吉
田
惟
人（
神

奈
川
県
警
）と
福
岡
政
章（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

の
対
戦
と
な
り
、
福
岡
が
優
勢
勝
で
階
級

変
更
後
初
め
て
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

▽
60
㎏
級

　

１
、
２
回
戦
を
一
本
勝
で
勝
ち
上
が
っ

女子 78㎏級決勝＝佐藤（上）対岡村 男子 90㎏級決勝＝加藤（左）対下和田
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た
学
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
木
戸
慎
二
（
日

本
体
育
大
）
は
、
準
々
決
勝
で
昨
年
優
勝

の
川
端
龍
（
了
徳
寺
学
園
職
）
を
小
内
刈

で
仕
留
め
る
。
準
決
勝
も
勝
っ
て
迎
え
た

決
勝
の
相
手
は
、
大
学
の
後
輩
・
志
々
目

徹
。
判
定
で
木
戸
に
凱
歌
が
あ
が
っ
た
。

■
女
子

▽
78
㎏
超
級

　

今
年
の
全
日
本
女
子
選
手
権
覇
者
の
山

部
佳
苗
（
山
梨
学
院
大
）
は
３
回
戦
で
市

橋
寿
々
華
（
大
阪
府
警
）
に
内
股
を
透
か

さ
れ
て
敗
れ
た
。
注
目
の
高
校
生
、
朝
比

奈
沙
羅
（
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
）
は
２

回
戦
で
白
石
の
ど
か
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
に

敗
退
。
決
勝
は
白
石
対
市
橋
と
な
り
、
白

石
が
延
長
の
末
に
優
勢
勝
で
嬉
し
い
初
優

勝
と
な
っ
た
。

▽
78
㎏
級

　

経
験
豊
富
な
佐
藤
瑠
香
（
コ
マ
ツ
）
と

岡
村
智
美
（
コ
マ
ツ
）
が
順
当
に
決
勝
に

勝
ち
上
が
っ
た
。
試
合
は
中
盤
、
岡
村
が

背
負
投
に
入
っ
た
と
こ
ろ
を
佐
藤
が
小
外

掛
で
返
し
て
、
一
本
を
奪
い
、
見
事
に
大

会
連
覇
を
決
め
た
。

▽
70
㎏
級

　

昨
年
優
勝
の
今
井
優
子
（
了
徳
寺
学
園

職
）
は
ま
さ
か
の
初
戦
敗
退
。
決
勝
に
は

◉100㎏超級優勝＝原沢久喜選手（日本大）
「たくさんの声援が背中を押してくれまし
た。国際大会に出たことがないので、世界
で活躍したいです」
◉ 100㎏級優勝＝熊代佑輔選手（ALSOK）
「ここ２年後輩に負けていたので、これ以
上負けられないと思っていました。レスリ
ングの吉田沙保里選手とは比べようがあり
ませんが、ALSOK といえば熊代と言われ
るようになりたいです」
◉100㎏級３位＝小野卓志選手（了徳寺学園職）
「組手の厳しさや速さは 90㎏級が、力は
100㎏級が上ですね。今の自分には 100㎏級
があっていると思います。30 歳を越えて
いるので、後輩に技術を伝えていきたいと
思います」
◉ 90㎏級優勝＝加藤博剛選手（千葉県警）
「何度も逃した大会なので勝てて嬉しいで
す。今日は集中して最後まで臨めました。
一つずつ勝って世界で活躍したいです。海
外選手は組手も違うので、研究しています」
◉ 81㎏級優勝＝長島啓太選手（JRA）
「自分なりに試合の安定感が出てきたと思
います。内容にこだわらず、勝つことを第
一にやっていきます」
◉ 73㎏級優勝＝大野将平選手（天理大）
「なかなか個人で結果を残せないでいたの
で、今日は結果を出したいと思って臨みま
した。最後まで我慢して自分の柔道ができ
ました」
◉ 66㎏級優勝＝福岡政章選手（ALSOK）
「所属の応援席から大きな声援が聞こえ、
感謝の気持ちでいっぱいです。この階級は
若手に強いのがたくさんいますが、自分の
柔道を出せるようにしていきたいですね」
◉ 60㎏級優勝＝木戸慎二選手（日本体育大）
「今まで大きな大会では大事なところで負
けてばかりだったので、本当に嬉しいで
す。志々目は強くて尊敬していますが、先
輩なので負けられないと思いました」

選手コメント

それぞれの新たなスタート
平成 24 年度講道館杯全日本柔道体重別選手権大会

男子100㎏超級決勝＝原沢（右）対百瀬

男子 73㎏級決勝＝大野（上）対土井

女子 70㎏級決勝＝大野（下）対大住
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大
野
陽
子
（
コ
マ
ツ
）
と
大
住
有
加
（
Ｊ

Ｒ
東
日
本
）
が
進
出
し
、
大
野
が
背
負
投

で
有
効
を
奪
っ
て
、初
優
勝
を
果
た
し
た
。

▽
63
㎏
級

　

一
昨
年
の
世
界
選
手
権
準
優
勝
の
田
中

美
衣
（
了
徳
寺
学
園
職
）
は
準
決
勝
で
片

桐
夏
海
（
コ
マ
ツ
）
に
判
定
で
敗
れ
た
。

も
う
一
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
勝
ち
上
が
っ

た
の
は
阿
部
香
菜
（
三
井
住
友
海
上
）。

決
勝
は
阿
部
が
小
外
刈
で
有
効
を
奪
い
、

初
め
て
の
優
勝
と
な
っ
た
。

▽
57
㎏
級

　

注
目
の
山
本
杏
（
桐
蔭
学
園
高
）
が
登

場
。
山
本
は
準
決
勝
で
平
井
希
（
自
衛
隊

体
育
学
校
）
を
破
っ
て
決
勝
へ
。
決
勝
で

は
宇
髙
菜
絵
（
コ
マ
ツ
）
か
ら
技
有
を
奪

っ
て
、こ
の
階
級
で
は
初
優
勝
と
な
っ
た
。

▽
52
㎏
級

　

西
田
優
香
（
了
徳
寺
学
園
職
）
が
出
場
。

初
戦
、
優
勢
に
試
合
を
進
め
、
相
手
か
ら

指
導
を
２
つ
奪
っ
た
が
、
中
盤
に
自
ら
の

背
負
投
で
左
肘
を
亜
脱
臼
。
そ
の
試
合
に

は
勝
利
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
棄
権
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
混
迷
の
中
、
黒
木
美

晴
（
環
太
平
洋
大
）
が
決
勝
で
橋
本
優
貴

（
コ
マ
ツ
）
を
下
し
て
初
優
勝
し
た
。

▽
48
㎏
級

　

世
界
選
手
権
２
連
覇
中
の
浅
見
八
瑠
奈

（
コ
マ
ツ
）
は
、
順
当
に
勝
ち
上
が
っ
て

決
勝
へ
。
相
手
は
山
岸
絵
美
（
三
井
住
友

海
上
）、
岡
本
理
帆
（
藤
枝
順
心
高
）
を

破
っ
た
十
田
美
里
（
近
畿
大
）。
浅
見
は

思
う
よ
う
に
技
が
出
ず
、
な
ん
と
か
判
定

勝
を
収
め
た
。

◉78㎏超級優勝＝白石のどか選手（ＪＲ東日本）
「無我夢中でした。信じられません。７年
ぶりの決勝でした。怪我で自信を失ってい
た時期もありましたが、周囲の方々の応援
のおかげでここまで来ることができまし
た」
◉ 78㎏級優勝＝佐藤瑠香選手（コマツ）
「練習でやってきたことを出し切るつもり
で臨みましたが、出せませんでしたので、
次の試合では出せるようにしたいです」
◉ 70㎏級優勝＝大野陽子選手（コマツ）
「嬉しい気持ちはありますが、ここからが
スタートだと思います。一年一年を大切に
して、世界を相手に戦っていきたいと思い
ます」
◉63㎏級優勝＝阿部香菜選手（三井住友海上）
「昨年の世界選手権で情けない結果を残し
たので、もう一度出場したいと思います。
今日は緊張もしましたが、コントロールで
きました」
◉ 57㎏級優勝＝山本杏選手（桐蔭学園高）
「去年は不甲斐ない結果だったので優勝で
きて嬉しいです。相手がいつもよりしっか
りと見えていました。大学に行っても日々
努力して、目の前の試合を勝っていきたい
です」
◉ 52㎏級優勝＝黒木美晴選手（環太平洋大）
「シニアで初めて優勝できました。山組を
見て、西田選手と試合をするチャンスだと
思っていたので残念です。今回は勢いで勝
った部分があるので、まぐれと言われない
ようにしたいと思います」
◉52㎏級7位＝西田優香選手（了徳寺学園職）
　今年、国体に出場するも体重超過で失格
なった。
「まだ神様がやめるなと言ってるのかと思
いました。講道館杯出場を決めたのは１カ
月前で、こんなに直前に出場を決めるのは
初めてで不安でした。肘は怪我しました
が、グランドスラムは痛み止めを打ってで
も出場します」
◉ 48㎏級優勝＝浅見八瑠奈選手（コマツ）
「いろんなことを乗り越えての優勝でし
た。支えてくださった方々に恩返しがした
かったです。優勝したい気持ちが強すぎ
て、決勝は少し空回りしてしまいました。
世界選手権３連覇を目指して頑張ります」

選手コメント

女子48㎏級決勝＝浅見（右）が十田を攻める
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大
会
終
了
後
、
強
化
委
員
会
が
開
か

れ
、
11
月
30
日
開
幕
の
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム

東
京
の
出
場
選
手
が
決
定
し
、
記
者
会
見

で
出
場
選
手
お
よ
び
強
化
委
員
会
の
新
体

制
に
つ
い
て
、
斉
藤
仁
強
化
委
員
長
よ
り

発
表
さ
れ
た
。

　

11
月
５
日
に
発
表
さ
れ
た
井
上
康
生
氏

（
東
海
大
教
）
の
全
日
本
男
子
監
督
就
任

に
加
え
て
、
男
子
コ
ー
チ
に
鈴
木
桂
治
氏

（
国
士
舘
大
教
）
の
起
用
が
発
表
さ
れ
た
。

鈴
木
コ
ー
チ
は
低
迷
す
る
100
㎏
超
級
、
100

㎏
級
を
主
に
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

◉
鈴
木
桂
治
全
日
本
男
子
コ
ー
チ

「
100
㎏
超
級
の
選
手
は
体
を
見
れ
ば
わ
か

る
通
り
、
基
本
的
に
怠
け
者
で
す
。
そ
れ

を
厳
し
く
指
導
し
て
い
く
こ
と
が
役
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
甘
や
か
す
よ
う
な
こ

と
は
し
ま
せ
ん
」

　

低
迷
す
る
男
子
重
量
級
復
活
が
遂
げ
ら

れ
る
か
、
井
上
、
鈴
木
両
指
導
陣
の
手
腕

が
注
目
さ
れ
る
。

【
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
２
０
１
２
・
日
本
代
表
選
手
】

▼
男
子

▽
100
㎏
超
級
＝
上
川
大
樹
（
京
葉
ガ
ス
）、七
戸
龍
（
九

州
電
力
）、百
瀬
優（
旭
化
成
）、原
沢
久
喜（
日
本
大
）

▽
100
㎏
級
＝
熊
代
佑
輔
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）、
浅
沼
拓
海

（
国
士
舘
大
）、
谷
井
大
輝
（
東
海
大
）、
小
林
大
輔 

（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

▽
90
㎏
級
＝
西
山
将
士
（
新
日
鐵
住
金
）、
加
藤
博
剛

（
千
葉
県
警
）、
吉
田
優
也
（
旭
化
成
）、
下
和
田
翔

平
（
日
本
体
育
大
）

▽
81
㎏
級
＝
中
井
貴
裕
（
流
通
経
済
大
）、
川
上
智
弘

（
國
學
院
大
職
）、
長
島
啓
太
（
Ｊ
Ｒ
Ａ
）、
春
山
友

紀
（
国
士
舘
大
）

▽
73
㎏
級
＝
中
矢
力
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）、粟
野
靖
浩
（
了

徳
寺
学
園
職
）、
西
山
雄
希
（
筑
波
大
）、
大
野
将

平
（
天
理
大
）

▽
66
㎏
級
＝
海
老
沼
匡
（
パ
ー
ク
24
）、髙
上
智
史
（
日

本
体
育
大
）、
福
岡
政
章
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）、
吉
田

惟
人
（
神
奈
川
県
警
）

▽
60
㎏
級
＝
木
戸
慎
二
（
日
本
体
育
大
）、
志
々
目
徹

（
日
本
体
育
大
）、
石
川
裕
紀
（
了
徳
寺
学
園
職
）、

髙
藤
直
寿
（
東
海
大
）

▼
女
子

▽
78
㎏
超
級
＝
田
知
本
愛
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）、
山
部
佳

苗（
山
梨
学
院
大
）、白
石
の
ど
か（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）、

朝
比
奈
沙
羅
（
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
）

▽
78
㎏
級
＝
緒
方
亜
香
里
（
筑
波
大
）、佐
藤
瑠
香
（
コ

マ
ツ
）、
岡
村
智
美
（
コ
マ
ツ
）、
穴
井
さ
や
か
（
ミ

キ
ハ
ウ
ス
）

▽
70
㎏
級
＝
田
知
本
遥
（
東
海
大
）、
今
井
優
子
（
了

徳
寺
学
園
職
）、
大
野
陽
子
（
コ
マ
ツ
）、
ヌ
ン
イ

ラ
華
蓮
（
環
太
平
洋
大
）

▽
63
㎏
級
＝
阿
部
香
菜
（
三
井
住
友
海
上
）、
片
桐
夏

海
（
コ
マ
ツ
）、田
代
未
来
（
淑
徳
高
）、津
金
恵
（
松

商
学
園
高
）

▽
57
㎏
級
＝
松
本
薫
（
Ｆ
Ｌ
Ｊ
）、
山
本
杏
（
桐
蔭
学

園
高
）、
宇
髙
菜
絵
（
コ
マ
ツ
）、
平
井
希
（
自
衛

隊
体
育
学
校
）

▽
52
㎏
級
＝
西
田
優
香
（
了
徳
寺
学
園
職
）、
橋
本
優

貴
（
コ
マ
ツ
）、
黒
木
美
晴
（
環
太
平
洋
大
）、
宮

川
拓
美
（
コ
マ
ツ
）

▽
48
㎏
級
＝
浅
見
八
瑠
奈
（
コ
マ
ツ
）、十
田
美
里
（
近

畿
大
）、岡
本
理
帆
（
藤
枝
順
心
高
）、山
岸
絵
美
（
三

井
住
友
海
上
）

【大会結果】
◆男子 優勝 ２位 ３位

100kg超級 原沢久喜（日本大） 百瀬　優（旭化成） 高橋和彦（新日鐵住金） 岩尾敬太（国士舘大）

100kg級 熊代佑輔（ALSOK） 谷井大輝（東海大） 小野卓志（了徳寺学園職） 浅沼拓海（国士舘大）

90kg級 加藤博剛（千葉県警） ベイカー茉秋（東海大浦安高）下和田翔平（日本体育大） 北野裕一（國學院大）

81kg級 長島啓太（JRA） 川上智弘（國學院大職）春山友紀（国士舘大） 小原拳哉（東海大相模高）

73kg級 大野将平（天理大） 齋藤　涼（旭化成）土井健史（天理大） 大束匡彦（旭化成）

66kg級 福岡政章（ALSOK） 吉田惟人（神奈川県警） 本間大地（東海大） 浅野大輔（自衛隊体育学校）

60kg級 木戸慎二（日本体育大） 志々目徹（日本体育大） 石川裕紀（了徳寺学園職） 髙藤直寿（東海大）

◆女子
78kg超級 白石のどか（JR東日本） 市橋寿々華（大阪府警） 山部佳苗（山梨学院大）井上愛美（山梨学院大）

78kg級 佐藤瑠香（コマツ） 岡村智美（コマツ） 穴井さやか（ミキハウス） 吉村静織（三井住友海上）

70kg級 新井千鶴（三井住友海上）大住有加（JR東日本）大野陽子（コマツ） ヌンイラ華蓮（環太平洋大）

63kg級 阿部香菜（三井住友海上） 田代未来（淑徳高）片桐夏海（コマツ） 津金　恵（松商学園高）

57kg級 山本　杏（桐蔭学園高） 宇髙菜絵（コマツ） 石川　慈（コマツ） 平井　希（自衛隊体育学校）

52kg級 黒木美晴（環太平洋大） 橋本優貴（コマツ） 谷本　和（環太平洋大） 宮川拓美（コマツ）

48kg級 浅見八瑠奈（コマツ） 十田美里（近畿大） 岡本理帆（藤枝順心高） 山岸絵美（三井住友海上）

（初優勝）

（初優勝）

（初優勝）

（２年連続２回目）

（初優勝）

（初優勝＊）

（初優勝）

（初優勝）

（２年連続２回目）

（初優勝）

（初優勝）

（初優勝＊＊）

（初優勝）

（２年ぶり３回目）

＊福岡は平成 21 年に 60kg 級で優勝。　＊＊山本は平成 22 年に 52kg 級で優勝。

鈴木桂治全日本男子コーチ
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〈広告〉

（ 

四
六
判
・
上
製
・
５
５
２
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD付・414頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・412頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD付・336頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）
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ニュース

　

試
合
は
、
４
分
間
一
本
勝
負
で
、
時
間

内
に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
は
引
き
分
け

と
し
た
。
な
お
、
優
勢
勝
ち
の
有
効
ま
た

は
指
導
２
に
は
５
点
、技
有
に
は
７
点
が
、

一
本
勝
ち
に
は
10
点
が
付
与
さ
れ
、
勝
者

同
数
の
場
合
は
得
点
数
（
内
容
差
）
で
勝

敗
を
決
し
、
更
に
同
点
の
場
合
は
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
み
代
表
戦
を
行
っ
た
。

　　

第
１
部
で
は
、
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜

い
た
警
視
庁
、
兵
庫
、
福
岡
、
神
奈
川
が

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
７
連
覇
中

の
警
視
庁
は
兵
庫
と
対
戦
し
、
３
―
３
で

は
あ
っ
た
が
、
兵
庫
の
五
将
・
松
本
が
技

有
、
中
堅
・
岩
田
が
一
本
勝
ち
を
収
め
る

活
躍
を
見
せ
、
得
点
数
22
―
15
で
、
兵
庫

が
初
の
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。
福
岡
対

神
奈
川
は
、
３
―
１
で
福
岡
が
勝
利
し
、

２
大
会
ぶ
り
の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

決
勝
先
鋒
戦
、
兵
庫
・
廣
瀬
対
福
岡
・

三
村
は
、
互
い
に
指
導
１
で
引
き
分
け
、

次
鋒
戦
は
、
兵
庫
・
松
本
の
猛
攻
で
、
福

岡
・
川
波
は
指
導
２
と
な
り
、
松
本
の
優

勢
勝
ち
。
五
将
戦
で
は
、
序
盤
に
、
兵
庫
・

浦
瀬
が
低
い
体
勢
の
ま
ま
、
福
岡
・
富
松

を
左
か
ら
巻
き
込
ん
で
転
が
る
と
、
そ
れ

が
技
有
と
な
り
、
浦
瀬
が
こ
れ
を
守
り
切

っ
て
勝
利
。
し
か
し
、
中
堅
戦
で
は
、
開

始
30
秒
、
福
岡
・
後
小
路
が
、
兵
庫
・
長

尾
を
内
股
で
仕
留
め
て
一
本
勝
ち
を
収
め

る
。
三
将
戦
は
、
攻
め
続
け
る
兵
庫
・
岩

田
が
終
盤
、
福
岡
・
柴
﨑
に
大
内
刈
を
決

め
て
一
本
勝
ち
と
な
る
。

　

３
―
１
の
兵
庫
リ
ー
ド
で
迎
え
た
副
将

戦
は
、序
盤
、福
岡
・
江
藤
の
猛
攻
で
兵
庫
・

木
下
は
指
導
を
受
け
る
が
、
こ
れ
で
奮
起

し
た
木
下
は
、
開
始
か
ら
３
分
、
江
藤
の

払
腰
に
耐
え
る
と
、
逆
に
体
を
捌さ
ば

い
て
江

藤
を
払
腰
で
投
げ
、
こ
れ
が
一
本
と
な
っ

て
勝
負
を
決
め
る
。
残
っ
た
兵
庫
・
松
崎

と
福
岡
・
青
山
の
大
将
戦
は
、
松
崎
が
指

導
を
受
け
る
が
引
き
分
け
に
終
わ
り
、
４

―
１
で
兵
庫
が
初
優
勝
に
輝
い
た
。

第 1部決勝副将戦＝兵庫・木下（下）の払腰が決まる

　

昨
年
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
、
第
64
回
全
国
警
察
柔
道
大
会
が
、

10
月
22
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
試
合
は
団
体
戦
で
、
第
１
部
（
７
人
制
・

12
チ
ー
ム
）、
第
２
部
（
６
人
制
・
18
チ
ー
ム
）、
第
３
部
（
５
人
制
・
18
チ
ー
ム
）
の

グ
ル
ー
プ
別
に
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
目
指
し
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

　

第
１
部
は
、初
め
て
決
勝
に
進
出
し
た
兵
庫
が
、福
岡
を
降
し
て
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

第
２
部
で
も
、
埼
玉
が
初
優
勝
し
、
第
３
部
で
も
、
山
口
が
初
優
勝
を
遂
げ
た
。

兵
庫
が
悲
願
の
初
優
勝
（第１部）

第
２
部
は
埼
玉
、
第
３
部
は
山
口
が
初
優
勝

全国警察
柔道大会

◎
第
１
部
優
勝
＝
兵
庫
・
岸
田
直
樹
監
督

　

監
督
と
な
っ
て
２
年
目
で
兵
庫
県
警
を

優
勝
に
導
い
た
。

「
選
手
た
ち
に
は
優
勝
で
き
る
力
が
あ

り
ま
し
た
し
、
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
の
入
り

交
じ
っ
た
良
い
チ
ー
ム
構
成
で
臨
む
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
オ
ー
ダ
ー
も
上
手
く
噛

み
合
っ
て
、
選
手
た
ち
の
士
気
も
高
か
っ

た
と
思
い
ま
す
」

第 1部優勝＝兵庫

【
大
会
結
果
】

▽
第
１
部
＝
①
兵
庫
②
福
岡
③
警
視
庁

▽
第
２
部
＝
①
埼
玉
②
京
都
③
愛
媛

▽
第
３
部
＝
①
山
口
②
香
川
③
三
重

◇
全
勝
者
表
彰
＝
松
本
泰
司
（
兵
庫
）
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試
合
は
、
５
分
間
三
本
勝
負
で
、
時
間

内
に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
は
３
分
間
一

本
勝
負
の
延
長
戦
を
行
い
、
そ
れ
で
も
決

し
な
い
場
合
は
引
き
分
け
と
し
た
。な
お
、

チ
ー
ム
の
勝
敗
は
、
勝
者
数
、
本
数
の
順

で
決
ま
り
、
更
に
同
数
の
場
合
は
、
代
表

戦
で
勝
敗
を
決
し
た
。　

　

第
１
部
で
は
、
千
葉
、
愛
知
、
京
都
、

大
阪
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し

た
。
予
選
で
優
勝
候
補
の
神
奈
川
を
代
表

戦
の
末
に
破
っ
た
千
葉
で
あ
っ
た
が
、
愛

知
と
の
対
戦
で
は
、
５
―
１
と
敗
北
、
愛

知
が
30
年
ぶ
り
に
決
勝
へ
進
出
し
た
。
一

方
、
大
阪
と
京
都
の
対
戦
も
、
大
阪
が
５

―
１
で
勝
利
し
、決
勝
へ
と
駒
を
進
め
た
。

　

同
じ
く
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中
止
の
第
59
回
全
国
警
察
剣
道
大
会
が
、

10
月
23
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
試
合
は
団
体
戦
で
、
第
１
部
（
７
人
制
・

12
チ
ー
ム
）、
第
２
部
（
６
人
制
・
18
チ
ー
ム
）、
第
３
部
（
５
人
制
・
18
チ
ー
ム
）
の

グ
ル
ー
プ
別
に
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
目
指
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

第
１
部
は
、
大
阪
が
愛
知
を
破
っ
て
２
大
会
ぶ
り
、
通
算
24
度
目
の
優
勝
を
遂
げ
た
。

第
２
部
で
は
、
福
岡
が
優
勝
し
、
第
３
部
で
は
、
長
崎
が
優
勝
を
果
た
し
た
。

大
阪
が
24
度
目
の
優
勝
（第１部）

第
２
部
は
福
岡
、
第
３
部
は
長
崎
が
優
勝

全国警察
剣道大会

◎
第
１
部
優
勝
＝
大
阪
・
愛
甲
和
彦
監
督

「
監
督
と
な
っ
て
初
め
て
優
勝
で
き
て

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
予
選
で
神

奈
川
が
負
け
た
時
は
、
一
瞬
動
揺
し
ま
し

た
が
、
選
手
た
ち
に
は
、
ど
こ
が
上
が
っ

て
来
て
も
、
一
試
合
一
試
合
、
気
を
抜
か

ず
集
中
し
て
、
い
つ
も
ど
お
り
に
、
と
言

い
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。
今
日
は
そ
の
よ

う
に
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

【
大
会
結
果
】

▽
第
１
部
＝
①
大
阪
②
愛
知
③
千
葉

▽
第
２
部
＝
①
福
岡
②
兵
庫
③
岡
山

▽
第
３
部
＝
①
長
崎
②
大
分
③
愛
媛

◇
全
勝
者
表
彰
＝
藤
山
光
治
（
長
崎
）第 1部優勝＝大阪

　

決
勝
、
先
鋒
戦
で
、
愛
知
・
木
谷
が
開

始
早
々
に
、
大
阪
・
升
田
か
ら
小
手
を
奪

っ
て
一
本
勝
ち
す
る
も
の
の
、
次
鋒
戦
で

は
、
大
阪
・
萩
原
が
、
愛
知
・
野
田
か
ら

開
始
１
分
で
面
を
奪
う
と
、
終
盤
に
も
面

を
決
め
て
二
本
勝
ち
し
た
。五
将
戦
で
は
、

中
盤
に
大
阪
・
榎
田
が
、
愛
知
・
𦚰
薗
に

飛
び
込
ん
で
面
を
決
め
る
と
、
終
盤
に
も

小
手
を
決
め
て
二
本
勝
ち
を
収
め
た
。
中

堅
戦
で
は
、序
盤
に
大
阪
・
友
井
が
、愛
知
・

大
久
保
か
ら
小
手
を
奪
っ
て
先
制
、
し
か

し
、
終
盤
に
大
久
保
が
面
を
決
め
て
延
長

戦
と
な
り
、
そ
の
出
端
に
友
井
の
面
に
対

し
て
大
久
保
は
胴
を
決
め
て
勝
利
し
、
対

戦
成
績
を
２
―
２
と
し
た
。

　

三
将
戦
、
大
阪
・
古
川
と
愛
知
・
加
藤

の
対
戦
は
、
互
い
に
有
効
打
の
な
い
ま
ま

延
長
戦
の
末
、
引
き
分
け
と
な
り
、
そ
の

結
果
、
次
の
副
将
戦
で
大
阪
・
木
和
田
の

一
本
勝
ち
以
上
で
大
阪
の
優
勝
が
決
ま
る

こ
と
に
な
っ
た
。
木
和
田
は
愛
知
・
津
田

と
対
戦
し
、
序
盤
か
ら
一
進
一
退
の
攻
防

が
続
い
た
が
、
終
盤
に
木
和
田
が
面
を
決

め
て
均
衡
が
破
ら
れ
る
と
、
そ
の
30
秒
後

に
も
再
び
木
和
田
が
小
手
を
決
め
、
二
本

勝
ち
を
収
め
た
。
大
将
戦
も
、大
阪
・
肱
岡

が
、
愛
知
・
清
水
か
ら
面
と
小
手
を
奪
っ

て
勝
利
し
、４
―
２
で
大
阪
が
優
勝
し
た
。

第
１
部
決
勝
副
将
戦
＝

大
阪
・
木
和
田（
右
）
が
面
を
決
め
る
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
東京大学大学院教授

（ 四六判・上製・344頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278頁 ）
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ニュース

　

第
90
回
記
念
全
国
学
生
相
撲
選
手
権
大

会
は
、11
月
10
日
、11
日
の
２
日
間
、東
京
・

両
国
の
国
技
館
で
開
催
さ
れ
た
。
１
日
目

に
は
団
体
戦
Ｃ
ク
ラ
ス
と
個
人
戦
が
、
２

日
目
に
は
団
体
戦
Ｂ
ク
ラ
ス
と
Ａ
ク
ラ
ス

の
試
合
が
行
わ
れ
た
。

　

個
人
戦
で
は
、
決
勝
で
中
村
大
輝
（
日

本
体
育
大
）
が
、
昨
年
の
優
勝
者
・
正
代

直
也
（
東
京
農
業
大
）
を
破
っ
て
学
生
横

綱
と
な
っ
た
。

　

団
体
戦
Ａ
ク
ラ
ス
は
、
日
本
大
が
東
洋

大
を
破
っ
て
３
年
ぶ
り
27
回
目
の
優
勝
を

果
た
し
た
。

個
人
戦

　

193
名
が
出
場
し
、
学
生
横
綱
横
綱
を
目

指
し
て
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
争
っ
た
。
準

中
村
大
輝（ 

）が
学
生
横
綱

　

団
体
Ａ
は
日
本
大
が
３
年
ぶ
り
の
優
勝

第
90
回
記
念
全
国
学
生
相
撲
選
手
権
大
会

日　

本

体
育
大

２　

年

個人戦決勝＝中村大輝（奥）対正代直也
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決
勝
に
は
、前
回
優
勝
者
・
正
代
直
也
（
東

京
農
業
大
）、
前
回
準
優
勝
の
中
村
大
輝

（
日
本
体
育
大
）、
今
年
の
国
体
優
勝
者
・

遠
藤
聖
大
（
日
本
大
）、
工
藤
豪
人
（
日

本
大
）
の
４
名
が
勝
ち
上
が
っ
た
。

▽
準
決
勝

工
藤
豪
人
●
突
き
落
と
し
○
正
代
直
也

　

準
決
勝
第
１
試
合
は
、
正
代
対
工
藤
。

立
ち
合
い
か
ら
正
代
が
左
手
を
差
し
て
突

き
落
と
し
、今
年
も
決
勝
進
出
を
決
め
る
。

遠
藤
聖
大
●
押
し
出
し
○
中
村
大
輝

　

続
く
準
決
勝
第
２
試
合
は
中
村
と
遠
藤

の
対
戦
。
中
村
が
、
低
く
当
た
っ
て
く
る

遠
藤
の
体
を
引
い
て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ

せ
、
土
俵
際
ま
で
追
い
込
む
と
そ
の
ま
ま

押
し
出
し
て
中
村
の
勝
ち
。

▽
決
勝

正
代
直
也
●
肩
透
か
し
○
中
村
大
輝

　

決
勝
は
、
昨
年
と
同
じ
組
み
合
わ
せ
の

中
村
対
正
代
と
な
っ
た
。
昨
年
は
正
代
が

勝
っ
て
い
る
。

　

立
ち
合
い
で
強
く
当
た
る
と
、
正
代
が

下
手
ま
わ
し
を
取
っ
て
土
俵
際
ま
で
追
い

込
む
が
、
中
村
は
何
と
か
残
る
。
中
村
は

そ
こ
か
ら
左
手
を
差
し
て
、
正
代
の
脇
を

か
か
え
て
引
き
倒
し
、
中
村
が
初
優
勝
を

決
め
た
。

◎
中
村
大
輝
選
手
（
日
本
体
育
）

「
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
監

督
へ
の
、
お
祝
い
の
気
持
ち
も
込
め
て
、

優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

立
ち
合
い
で
当
た
れ
ば
良
い
相
撲
に
も

っ
て
い
け
る
の
で
、
そ
れ
を
繰
り
返
し
稽

古
し
ま
し
た
。
ま
た
、
叩は
た

き
込
ま
れ
て
負

け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
足
を
前
に

出
し
て
、
重
心
を
お
腹
の
位
置
に
意
識
す

る
こ
と
を
心
が
け
て
、
稽
古
し
ま
し
た
。

す
り
足
や
四し

股こ

を
ふ
む
の
も
全
部
、
腰
を

中
に
入
れ
る
こ
と
を
意
識
し
て
や
っ
て
い

た
の
で
、
そ
れ
が
よ
か
っ
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
。

　

４
年
生
の
と
き
に
横
綱
を
取
ら
な
い
と

意
味
が
な
い
の
で
、
そ
れ
ま
で
稽
古
の
気

を
抜
か
ず
に
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

準決勝＝正代（右）対工藤準決勝＝中村（左）対遠藤

決勝。正代が土俵際まで追い込むも、中村は凌ぐ
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団
体
戦
Ａ
ク
ラ
ス

　

16
校
（
Ｂ
ク
ラ
ス
上
位
４
校
を
含
む
）

に
よ
る
３
試
合
ず
つ
の
予
選
を
行
い
、
勝

数
と
得
点
に
よ
る
上
位
８
校
が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
争
う
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
は
、
拓
殖
大
、
日
本
体
育
大
、
近
畿
大
、

東
京
農
業
大
、
日
本
大
、
東
洋
大
、
同
志

社
大
、九
州
情
報
大
の
８
校
が
進
出
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
１
回
戦
を
勝
ち
上
が
っ
た

の
は
、
九
州
情
報
大
、
日
本
大
、
日
本
体

育
大
、
東
洋
大
の
４
校
。

▽
準
決
勝

九
州
情
報
大　

１
―
４　

日
本
大

ナ
ラ
ン
バ
タ
○
突
き
出
し
●
川
端
翔
伍

梅
崎
恭
輔
●
掬
い
投
げ
○
工
藤
豪
人

川
口　

弾
●
寄
り
切
り
○
遠
藤
聖
大

古
場
大
地
●
掬
い
投
げ
○
安
彦
剣
太
郎

横
尾
将
大
●
寄
り
切
り
○
坂
元
元
規

　

九
州
情
報
大
が
先
鋒
戦
で
勝
っ
て
先
制

す
る
も
、
次
鋒
、
中
堅
、
副
将
、
大
将
と

日
本
大
が
連
勝
し
て
、
日
本
大
の
決
勝
進

出
が
決
ま
る
。

日
本
体
育
大　

２
―
３　

東
洋
大

一
ノ
瀬
康
平
○
押
し
倒
し
●
大
道
久
司

濱
町
明
太
郎
○
押
し
倒
し
●
小
澤
晃
太
郎

中
村
大
輝
●
突
き
落
と
し
○
芳
賀
翔
真

南
雲
学
人
●
小
手
投
げ
○
中
出
雄
真

吉
田
佳
佑
●
押
し
倒
し
○
田
邊
直
人

　

先
鋒
、
次
鋒
と
日
本
体
育
大
が
連
取
す

る
と
、
東
洋
大
が
中
堅
、
副
将
で
勝
っ
て

追
い
つ
く
。
大
将
戦
、
体
重
210
キ
ロ
の
東

洋
大
・
田
邊
が
日
本
体
育
大
・
吉
田
を
押

し
倒
し
て
、
東
洋
大
が
逆
転
勝
ち
し
た
。

▽
決
勝

日
本
大　

５
―
０　

東
洋
大

川
端
翔
伍
○
突
き
落
と
し
●
大
道
久
司

工
藤
豪
人
○
上
手
投
げ
●
小
澤
晃
太
郎

遠
藤
聖
大
○
上
手
出
し
投
げ
●
芳
賀
翔
真

安
彦
剣
太
郎
○
寄
り
切
り
●
中
出
雄
真

坂
元
元
規
○
上
手
出
し
投
げ
●
田
邊
直
人

　

先
鋒
戦
、
日
本
大
・
川
端
が
、
重
心
低

く
潜
っ
て
き
た
大
道
を
突
き
落
と
す
。
次

鋒
戦
で
は
、
日
本
大
・
工
藤
が
上
手
を
と

っ
て
芳
賀
を
投
げ
る
。
両
者
と
も
に
土
俵

下
に
落
ち
た
た
め
、
審
判
に
よ
る
協
議
と

な
る
も
、
工
藤
に
軍
配
が
上
が
る
。

　

次
の
１
勝
に
優
勝
が
か
か
る
日
本
大
の

中
堅
は
主
将
の
遠
藤
、対
す
る
は
東
洋
大
・

芳
賀
。
立
ち
合
い
か
ら
遠
藤
が
上
手
を
と

り
に
行
き
、
上
手
出
し
投
げ
で
羽
賀
を
降

す
。
日
本
大
の
優
勝
が
こ
こ
で
決
ま
る
。

　

続
く
副
将
戦
で
は
、
日
本
大
・
安
彦
が

寄
り
切
り
で
、
大
将
戦
で
は
日
本
大
・
坂

元
が
上
手
出
し
投
げ
で
勝
ち
、
結
果
は
５

対
０
と
、
日
本
大
の
圧
勝
と
な
っ
た
。

　
◎
日
本
大
主
将
・
遠
藤
聖
大
選
手

「
決
勝
で
は
、
自
分
で
決
め
る
ん
だ
っ
て

い
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
で
す
ね
。
あ
ま

り
感
情
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、冷
静
に
と
、

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
、勝
っ
た
瞬
間
も
、

『
こ
れ
が
日
大
だ
ぞ
』
と
い
う
気
持
ち
で

冷
静
に
振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

大
会
直
前
に
、
コ
ー
チ
陣
が
頭
を
丸
め

た
の
を
見
て
、
気
合
い
が
入
っ
て
る
な
と

思
い
、
そ
の
日
の
夜
、
主
将
の
自
分
と
総

務
と
副
キ
ャ
プ
テ
ン
と
の
４
人
で
丸
め
ま

し
た
。
他
の
部
員
に
は
、
強
制
は
し
な
か

っ
た
け
ど
、
こ
の
気
持
ち
を
受
け
と
め
て

く
れ
と
話
し
ま
し
た
。
す
る
と
次
の
日
、

み
ん
な
頭
を
丸
め
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い 団体Ａ決勝次鋒戦＝日本大・工藤（右）が東洋大・小澤を投げる
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◆
廃
部
の
危
機
を
乗
り
越
え
た
い
◆

埼
玉
大
主
将
・
児
玉
朋
隼
選
手

「
埼
玉
大
相
撲
部
は
、
部
員
が
い
な
く

て
廃
部
に
な
っ
て
い
た
時
が
し
ば
ら
く
あ

っ
た
の
で
す
が
、
今
４
年
生
の
中
曽
根
誠

先
輩
が
入
学
し
て
、
ま
た
部
を
作
り
ま
し

た
。
今
回
、
先
輩
の
最
後
の
試
合
だ
っ
た

の
で
、
優
勝
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。

　

今
も
正
部
員
は
３
人
し
か
い
ま
せ
ん
。

中
堅
と
副
将
は
、
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

部
の
選
手
が
出
て
く
れ
ま
し
た
。
先
輩
が

卒
業
す
る
と
正
部
員

は
２
人
に
な
っ
て
し

ま
い
、
２
人
も
来
年

４
年
生
な
の
で
、
廃

部
に
な
ら
な
い
よ

う
、
何
と
か
部
員
を

確
保
し
た
い
で
す
」

う
チ
ー
ム
に
な
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
し
た
。
今
日
が
こ
の
チ
ー
ム
で

戦
う
最
後
の
大
会
な
の
で
、
本
当
に
良
か

っ
た
で
す
」団

体
戦
Ｂ
ク
ラ
ス

　

16
校
（
Ｃ
ク
ラ
ス
上
位
４
校
を
含
む
）

に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ
れ
た
。

決
勝
に
は
駒
澤
大
と
関
西
学
院
大
が
進
出

し
、
３
対
２
で
駒
澤
大
が
優
勝
し
た
。

団
体
戦
Ｃ
ク
ラ
ス

　

14
校
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
行
わ

れ
た
。
決
勝
は
、
埼
玉
大
と
名
古
屋
大
で

争
わ
れ
、４
対
１
で
埼
玉
大
が
優
勝
し
た
。

【
大
会
結
果
】

◇
個
人

　

優　

勝
＝
中
村
大
輝
（
日
本
体
育
大
）

　

第
２
位
＝
正
代
直
也
（
東
京
農
業
大
）

　

第
３
位
＝
遠
藤
聖
大
（
日
本
大
）

　
　
　
　
　

工
藤
豪
人
（
日
本
大
）

◇
団
体
Ａ

　

優　

勝
＝
日
本
大

　

第
２
位
＝
東
洋
大

　

第
３
位
＝
九
州
情
報
大
、
日
本
体
育
大

◇
団
体
Ｂ

　

優　

勝
＝
駒
澤
大

　

第
２
位
＝
関
西
学
院
大

　

第
３
位
＝
金
沢
学
院
大
、
朝
日
大

◇
団
体
Ｃ

　

優　

勝
＝
埼
玉
大

　

第
２
位
＝
名
古
屋
大

　

第
３
位
＝
防
衛
大
、
立
教
大

団体Ａ優勝＝日本大

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

田
代
し
ん
た
ろ
う

　著

相
撲
は
塔
尾
武
夫
、
住
吉
和
則
、
下
村
勝
彦
、

安
井
和
男
の
４
氏
を
掲
載
！

日本武道館の単行本

お問い合わせ・ご注文は
日本武道館出版広報課まで
TEL 03-3216-5147

大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁
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〈広告〉

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

　月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好

評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道

の
す
す
め
﹂
を
単
行
本
化
！

　柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相

撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少

林
寺
拳
法
・
な
ぎ
な
た
・
銃

剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方

に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す

ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、

わ
か
り
や
す
く
、
描
い
て
い

ま
す
。

　大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で

楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道

教
養
マ
ン
ガ
。

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

（Ｂ5判・236 頁）
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ニュース

第
46
回
少
林
寺
拳
法
全
日
本
学
生
大
会

　

第
46
回
少
林
寺
拳
法
全
日
本
学
生
大
会

は
、
11
月
４
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
。
大
会
に
は
、
全
国
138
の
大
学
か
ら

１
９
１
８
名
が
参
加
し
、
全
19
種
目
で
、

日
頃
の
修
練
の
成
果
が
披
露
さ
れ
た
。

　

大
会
は
、
午
前
９
時
に
、
近
藤
迪み
ち

子こ

北

海
道
学
生
連
盟
委
員
長
の
主
座
に
よ
る
鎮

魂
行
で
始
ま
り
、
続
い
て
本
選
出
場
を
懸

け
た
演
武
17
種
目
の
予
選
が
行
わ
れ
た
。

　

開
会
式
は
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
来
賓

を
招
い
て
行
わ
れ
、
松
本
尚
也
関
西
学
生

連
盟
委
員
長
が
開
会
を
宣
し
た
あ
と
、
国

歌
斉
唱
を
経
て
、
松
平
賴
武
全
日
本
学
生

連
盟
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
本
大
会
の

テ
ー
マ
は
〝
凛
〟
で
す
。
心
を
鎮
め
て
凛

然
と
し
た
気
持
ち
で
大
会
に
臨
み
、
日
頃

の
修
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
学
生
時
代
に
少
林

寺
拳
法
の
教
え
を
し
っ
か
り
と
学
び
、
身

に
付
け
、
社
会
に
出
て
か
ら
活
躍
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
新
井
庸
弘
少
林
寺
拳
法
連
盟

会
長
が
、「
今
年
は
少
林
寺
拳
法
の
創
始

者
・
宗
道
臣
生
誕
100
年
を
祝
う
年
で
あ
り
、

創
始
65
年
を
迎
え
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

『
人
づ
く
り
に
よ
る
国
づ
く
り
』
を
目
的

に
創
始
さ
れ
た
開
祖
の
志
こ
こ
ろ
ざ
しを
再
確
認
し
、

本
当
の
強
さ
、
や
さ
し
さ
、
そ
し
て
人
間

と
し
て
生
き
る
規
範
を
身
に
付
け
、
仲
間

と
共
に
、
皆
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」
と
、
激
励
と
共
に
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
紹
介
、
祝
電
披
露
、
模

範
演
武
、
浅
利
圭
介
全
日
本
学
生
連
盟
委

員
長
の
挨
拶
と
続
き
、本
選
へ
と
移
っ
た
。

　

本
選
で
は
、
予
選
通
過
の
拳
士
た
ち
に

よ
っ
て
、
学
生
ら
し
い
気
合
の
溢
れ
た
、

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
演
武
が
披
露
さ
れ

た
。
本
選
終
了
後
は
、
有
段
者
に
よ
る
、

男
女
別
の
立
合
評
価
法
（
防
具
着
用
に
よ

る
攻
防
等
の
審
査
）
が
行
わ
れ
、
修
練
の

成
果
が
試
さ
れ
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
大
野
木
憲
三
審
判
団
長

が
講
評
を
行
い
、
飛
ぶ
受
け
身
や
、
演
武

で
の
不
自
然
な
流
れ
、
ま
た
過
去
の
最
優

秀
演
武
を
真
似
た
構
成
が
目
立
っ
た
こ
と

な
ど
を
挙
げ
て
、
学
生
た
ち
を
戒
め
た
。

　

続
い
て
、
成
績
発
表
が
行
わ
れ
、
各
種

目
の
最
優
秀
演
武
が
披
露
さ
れ
た
。　

 
〝
凛
〟
を
テ
ー
マ
に

  
二
千
名
の
学
生
拳
士
が
集
う

女子団体の部・最優秀＝同志社大

団体の部・最優秀＝早稲田大
立合評価法男子有段の部・最優秀披露
＝同志社大・山本（右）対早稲田大・林

心技体 人を育てる総合誌
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【
大
会
結
果
】

■
演
武
（
最
優
秀
の
み
）

▽
男
子
二
段
以
上
＝
天
野
雅
弘
・
松
尾

裕
太
（
日
本
体
育
大
）
▽
女
子
二
段
以

上
＝
高
橋
育
恵
・
堀
尾
愛
（
明
治
大
）

▽
男
女
二
段
以
上
＝
河
角
龍
馬
・
向
井

裕
香
子
（
桃
山
学
院
大
）
▽
男
子
初
段

＝
内
山
田
駿
太
・
山
岡
健
太
郎
（
日
本

体
育
大
）
▽
女
子
初
段
＝
馬
場
万
恵
・

森
井
愛
美
子
（
同
志
社
大
）
▽
男
女
初

段
＝
三
橋
智
恵
・
村
越
雄
磨
（
明
治
大
）

▽
男
子
茶
帯
＝
戸
本
宗
一
郎
・
森
拓
海

（
防
衛
大
）
▽
女
子
茶
帯
＝
下
河
み
ず

ほ
・
藤
森
沙
也
加
（
関
西
学
院
大
）
▽

男
女
茶
帯
＝
長
谷
川
俊
樹
・
丸
山
俊
江

（
明
治
大
）
▽
男
子
白
緑
帯
＝
遠
藤
壮

一
朗
・
片
山
遼
（
上
智
大
）
▽
女
子
白

緑
帯
＝
田
口
繭
奈
・
横
谷
マ
イ
ア
（
明

治
学
院
大
）▽
男
女
白
緑
帯
＝
返
田
暢
・

藤
田
詩
織
（
明
治
学
院
大
）
▽
三
人
掛

け
＝
浅
利
圭
介
・
森
恒
裕
・
山
本
裕
也

（
早
稲
田
大
）
▽
単
独
有
段
＝
可
児
愛

佳
（
南
山
大
）
▽
単
独
段
外
＝
大
田
帆

花
（
愛
媛
大
）
▽
団
体
＝
早
稲
田
大
▽

女
子
団
体
＝
同
志
社
大

■
立
合
評
価
法

▽
地
区
別
男
子
有
段
＝
①
関
西
②
関
東

③
東
海
▽
男
子
有
段
＝
①
山
本
翔
一

（
同
志
社
大
）②
林
龍
之
介（
早
稲
田
大
）

③
服
部
洋
祐
（
近
畿
大
）
▽
地
区
別
女

子
有
段
＝
①
関
西
②
関
東
③
北
海
道
▽

女
子
有
段
＝
①
小
林
千
誇（
同
志
社
大
）

②
樋
口
麻
緒
（
日
本
女
子
体
育
大
）
③

東
野
奈
多
（
関
西
外
国
語
大
）

■
地
区
別
総
合
成
績

　

①
関
西
②
関
東
③
九
州

男子二段以上の部・最優秀＝天野（左）・松尾組（日本体育大）

女子二段以上の部・最優秀＝高橋（左）・堀尾組（明治大）

◎天野雅弘拳士（左）
「自分たちの力だけではなく、監督をはじめ、
周りの方々の支えがあって最優秀を取れたと思
います。本当に良かったです。これに満足せず、
次の大会でも最優秀を目指します」

◎松尾裕太拳士
「最優秀を取るイメージで練習してきました。
監督、コーチ、先輩たちに感謝の気持ちで一杯
です。天野とは３年生の同期です。実力もまだ
まだです。あと、１年ありますので、もっと頑
張りたいと思います」

◎高橋育恵拳士（左）
「２年前の 1年生の時に、この部門で最優秀を
取れなくて、悔しい思いをしました。今回は最
高に嬉しいです。堀尾に感謝です。次の全国大
会でも、観てくれる皆さんに感動を与えられる
ような演武をしたいと思います」

◎堀尾愛拳士
「先輩が悔しい思いをしていたので、何として
も最優秀を取りたいと思って挑みました。12 月
の全国大会では、もう一段階、成長した演武を
披露したいと思います」



〈広告〉

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
３
８
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（B５判・上製・DVD付・336頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

マンガ・武道のすすめ
田代しんたろう 著漫画家・別府大学教授

　月刊「武道」誌上で好評連載中の「マンガ・武道のすすめ」を単行本化！

　柔道・剣道・弓道・相撲・空手道・合気道・少林寺拳法・なぎなた・

銃剣道・古武道の各先生方に毎回直接インタビュー取材し、武道の良さ、

すばらしさをおもしろく、わかりやすく、描いています。

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。
（ Ｂ５判・236頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。
（ Ｂ５判・236頁 ）


